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チチェェッックク項項目目にに該該当当すすれればば直直ちちにに「「認認知知症症」」とといいううわわけけででははあありりまませせんんがが、、日日常常生生活活のの変変

化化にに気気づづいいたたととこころろでで、、認認知知症症のの相相談談窓窓口口へへのの相相談談やや生生活活習習慣慣のの改改善善ににつつととめめままししょょうう。。

ままずずはは家家族族やや介介護護者者がが認認知知症症のの初初期期症症状状をを見見逃逃ささずず、、早早期期にに相相談談やや診診断断にに繋繋げげてていいくくこことと

がが大大切切でですす。。

☆☆鎌鎌ケケ谷谷市市役役所所 高高齢齢者者支支援援課課 地地域域包包括括支支援援係係

電電話話：： （（直直通通））

ＦＦＡＡＸＸ：：

☆☆地地域域包包括括支支援援セセンンタターー

おお住住いいのの地地域域にによよりり担担当当のの地地域域包包括括支支援援セセンンタターーがが決決ままっってていいまますす。。

開開所所日日：：月月～～金金曜曜日日（（祝祝日日、、年年末末年年始始をを除除くく）） 時時間間：：午午前前 時時～～午午後後 時時

初初富富地地域域包包括括支支援援セセンンタターー
（初富保健病院内）

鎌ケ谷市初富
☎

中央東
地区

東鎌ケ谷、東初富、南初富１～３丁目、
初富（ ～ 番地）

北部
地区

粟野（ ～ 番地・ 番地～）、軽井沢、
佐津間（ 番地～ 番地）、中佐津間、西佐津間、南佐津間

西西部部地地域域包包括括支支援援セセンンタターー
（シルバーケア鎌ケ谷内）

鎌ケ谷市初富
☎

中央
地区

道野辺中央、道野辺本町、右京塚、南初富 ～ 丁目、中央、
富岡、初富本町、初富（ ～ 番地）、新鎌ケ谷

西部
地区

くぬぎ山、粟野 ～ 番地 、佐津間 ～ 番
地 、串崎新田、北初富、初富（ ～ 番地・ 番地～）

南南部部地地域域包包括括支支援援セセンンタターー
（グリーンハイツ内）

鎌ケ谷市西道野辺
☎

東部
地区

丸山、鎌ケ谷、南鎌ケ谷、東道野辺 ～ 丁目

南部
地区

道野辺、東道野辺 丁目、西道野辺、馬込沢、中沢、東中沢、
北中沢、中沢新町

☆☆認認知知症症にに対対応応ででききるる医医療療機機関関

家家族族やや介介護護者者がが認認知知症症のの初初期期症症状状をを見見逃逃ささずず、、早早期期のの診診断断ににつつななげげてていいくくここととがが大大切切でですす。。

☆☆認認知知症症相相談談

開開催催日日：：第第 火火曜曜日日 午午後後 時時～～ 時時

（（要要予予約約））

場場 所所：：総総合合福福祉祉保保健健セセンンタターー

市 役 相 窓所 口談

ままずずはは、、
かかかかりりつつけけ医医にに
相相談談すするるたたんん！！

認知症の相談窓口

認知症疾患医療センター鎌ケ谷市内の認知症対応病院

             
  鎌鎌ケケ谷谷市市でではは、、認認知知症症のの早早期期発発見見・・早早期期予予防防にに向向けけ、、本本人人ややそそのの家家族族、、支支援援者者がが認認知知症症にに気気づづ
くくききっっかかけけととすするるたためめ、、認認知知症症チチェェッッククリリスストトをを作作成成ししままししたた。。  

    日日常常生生活活でで、、下下記記ののよよううなな症症状状・・行行動動ににチチェェッッククがが付付いいたたらら気気をを付付けけててみみてていいききままししょょうう。。  

    

☆☆自自分分ででチチェェッックク  

□ 物をなくしてしまうことが多くなり、いつも探し物をしている 

□ 財布や通帳など大事なものをなくすことがある 

□ 曜日や日付を何度も確認しないと忘れてしまう 

□ 料理の味が変わったと家族に言われた 

□ 薬の飲み忘れや飲んだかどうかわからなくなることがある 

□ リモコンや洗濯機などの電化製品の操作がうまくできない 

□ 鍋を焦がしたり、ガスの火を消し忘れる 

□ わけもなくいらいらする 

□ 1人でいるのが不安 

□ 外出するのがおっくうになった 

□ 趣味や好きなテレビ番組が楽しめなくなった 

 

☆☆家家族族・・身身近近なな人人ででチチェェッックク  

□ 同じことを何度も繰り返し話したり、聞いたりする 

□ しまい忘れが多く、いつも探し物をしている 

□ 曜日や日付がわからず何度も確認する 

□ 料理の味が変わったり、準備に時間がかかる 

□ 薬の飲み忘れや飲んだかどうかわからなくなることがある 

□ リモコンや洗濯機などの電化製品の操作がうまくできない 

□ 鍋を焦がしたり、ガスの火を消し忘れることがある 

□ 失敗を指摘されると取り繕う 

□ 以前に比べて怒るようになった 

□ 財布や通帳などをなくして、盗まれたと人を疑う 

□ 趣味や好きなテレビ番組に興味を示さなくなった 

                      

思思いい当当たたるる場場合合ははままずずかかかかりりつつけけ医医にに相相談談をを！！  

 

 

我孫子市認知症きづいてチェックシート参考に作成 

 

 

  

 

このチェックリストの結果はあくまでもおおよその目安で医学的診断に代わるものではありません。 

認知症の診断には医療機関での受診が必要です 

 

 

 

 

 

問　

福
太
郎
ア
リ
ー
ナ
に
は
、
エ

ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

夏
場
、
熱
中
症
な
ど
か
ら
利
用
者

の
健
康
を
守
る
上
で
も
、
エ
ア
コ

ン
設
置
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
、
多
額
の
経
費

が
見
込
ま
れ
る
事
業
で
あ
り
、
直

ち
に
事
業
着
手
と
は
い
き
ま
せ
ん

問　

令
和
３
年
に
厚
生
労
働
省
か

ら
、
生
活
保
護
申
請
時
の
扶
養
照

会
は
一
律
に
行
わ
な
い
旨
の
通
知

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
の
認
識

を
伺
い
ま
す
。

答　

扶
養
義
務
の
履
行
が
期
待
で

き
な
い
と
判
断
さ
れ
る
扶
養
義
務

者
に
は
、
直
接
の
扶
養
照
会
を
行

問　

こ
ど
も
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

が
あ
る
場
合
の
保
育
園
の
入
園
手

続
き
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

申
請
の
際
に
提
出
し
て
い
た

だ
く
健
康
状
況
調
書
に
お
い
て
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
を
確
認
し
、

原
因
と
な
る
食
材
、
症
状
、
医
師

の
診
断
書
の
有
無
の
ほ
か
に
家
族

問　

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成

を
市
独
自
で
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
で
平
成

28
年
６
月
か
ら
定
期
予
防
接
種
化

す
る
こ
と
に
関
し
て
厚
生
科
学
審

問　

国
は
、
男
女
共
同
参
画
会
議

に
お
い
て
、
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材

育
成
プ
ラ
ン
を
決
定
し
、
就
労
に

直
結
す
る
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
の
習

得
支
援
及
び
デ
ジ
タ
ル
分
野
へ
の

就
労
支
援
を
３
年
間
集
中
的
に
支

援
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
本
市
に

お
け
る
地
域
女
性
活
躍
推
進
交
付

金
を
活
用
し
た
取
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答　

当
該
交
付
金
は
、
市
町
村
が

問　

認
知
症
の
早
期
発
見
、
い
わ

ゆ
る
軽
度
認
知
症
で
治
療
す
る
こ

と
に
よ
り
、
約
半
数
の
確
率
で
健

常
状
態
に
戻
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
本
市
の
取
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答　

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
の
調
査
に
よ
る
と
軽
度
認
知
障

害
の
人
が
早
期
に
対
策
を
す
る
こ

と
で
、
約
46
％
が
健
常
状
態
に
戻

る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
早
期

予
防
の
た
め
に
、
認
知
症
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
医
療
機
関

や
各
公
共
施
設
に
配
布
し
て
い
ま

す
。

問　

２
０
２
５
年
問
題
、
２
０
４

０
年
問
題
を
見
据
え
た
財
源
確
保

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

歳
出
増
の
主
な
要
因
は
、
高

齢
化
に
伴
う
医
療
給
付
費
や
介
護

問　

現
在
の
健
康
保
険
証
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
の
併
用
に

つ
い
て
、
今
後
の
指
針
を
伺
い
ま

す
。

答　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

の
国
民
健
康
保
険
証
を
送
付
し
ま

す
。
な
お
、
国
は
令
和
５
年
４
月

か
ら
医
療
機
関
な
ど
に
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
の
導
入
を
原
則
と
し

て
義
務
づ
け
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
保
険
証
利
用
が
進
む
よ
う

支
援
し
、
令
和
６
年
度
中
に
保
険

証
発
行
の
選
択
制
を
導
入
し
、
保

険
証
の
原
則
廃
止
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利

活
用
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

答　

令
和
３
年
10
月
か
ら
健
康
保

険
証
、
確
定
申
告
、
住
宅
ロ
ー
ン

の
契
約
手
続
、
証
券
口
座
開
設
時

問　

初
富
交
差
点
改
良
事
業
の
概

要
を
伺
い
ま
す
。

答　

県
か
ら
は
、
交
差
点
に
お
け

る
歩
道
の
設
置
や
主
要
地
方
道
船

橋
我
孫
子
線
に
右
折
レ
ー
ン
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
交
通
の
利
便
性

向
上
及
び
歩
行
者
等
の
安
全
性
の

確
保
を
図
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

問　

商
店
会
の
街
路
灯
の
現
状
と

管
理
方
法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

補
助
金
対
象
の
12
商
店
会
の

う
ち
８
商
店
会
が
街
路
灯
を
保
有

し
、
破
損
に
伴
う
修
繕
や
撤
去
な

ど
は
商
店
会
に
一
任
し
て
い
ま
す
。

問　

商
店
会
が
解
散
す
る
こ
と
に

な
っ
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
管
理
し

て
い
た
街
路
灯
は
ど
の
よ
う
な
取

扱
い
に
な
り
ま
す
か
。

答　

街
路
灯
の
所
有
者
が
不
在
と

な
ら
な
い
よ
う
に
、
事
前
に
商
店

会
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
街

路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
並
行
し
て
、

が
、
設
置
費
用
な
ど
具
体
的
な
検

討
を
進
め
、
課
題
を
整
理
し
て
い

き
ま
す
。

問　

熱
中
症
な
ど
か
ら
児
童
生
徒

の
健
康
を
守
る
上
で
も
、
小
中
学

校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

外
壁
や
屋
上
防
水
改
修
な
ど

多
額
の
経
費
を
要
す
る
事
業
が
今

後
も
続
き
ま
す
が
、
小
中
学
校
体

わ
な
い
取
扱
い
と
さ
れ
、
こ
れ
に

沿
っ
た
運
用
を
し
て
い
ま
す
。

問　

申
請
者
が
扶
養
調
査
に
よ
る

親
族
か
ら
の
偏
見
な
ど
に
悩
ま
さ

れ
、
申
請
を
た
め
ら
う
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
が
市
の
認
識
を
伺
い

ま
す
。

答　

扶
養
調
査
を
気
に
し
て
申
請

の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
状
況
な
ど

も
確
認
し
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
基

に
利
用
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

副
食
費
の
負
担
が
な
く
な
る

こ
と
は
、
子
育
て
支
援
に
大
き
な

力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
が
、
副
食
費
の
助
成
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

議
会
に
お
い
て
検
討
さ
れ
、
今
後

も
期
待
さ
れ
る
効
果
及
び
導
入
年

齢
に
つ
い
て
継
続
し
て
審
議
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
と

し
て
は
、
定
期
予
防
接
種
化
に
向

け
た
国
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と

も
に
、
他
自
治
体
の
情
報
を
収
集

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
関
係
団
体
、

企
業
と
連
携
し
た
上
で
行
う
取
組

み
を
実
施
す
る
た
め
の
事
業
が
対

象
と
な
り
、
積
極
的
に
活
用
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　

今
年
度
新
規
事
業
と
し
て
予

定
さ
れ
て
い
る
男
性
向
け
育
児
冊

子
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

仕
事
と
育
児
を
両
立
す
る
た

め
の
工
夫
の
ほ
か
、
男
性
が
育
児

給
付
費
の
増
加
が
推
察
さ
れ
、
財

源
は
、
国
、
県
、
市
及
び
被
保
険

者
か
ら
の
負
担
に
よ
り
対
応
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
市
で
は
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
介

護
予
防
等
の
取
組
み
を
進
め
、
健

康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
で
財
政
へ

の
影
響
を
少
し
で
も
抑
制
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

の
本
人
確
認
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
４
年
３
月

か
ら
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
よ
る
預

金
口
座
情
報
の
登
録
が
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
の
一

体
化
、
全
国
の
自
治
体
に
お
け
る

転
出
、
転
入
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

予
約
な
ど
利
活
用
の
推
進
を
図
る

も
の
と
し
て
い
ま
す
。

し
た
。

問　

関
係
者
に
対
す
る
事
業
説
明

を
開
始
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
そ
の
状
況
と
事
業
へ
の
反
応

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

県
と
の
協
力
体
制
の
も
と
、

関
係
者
へ
の
事
業
説
明
を
行
い
、

事
業
の
概
要
に
つ
い
て
一
定
の
ご

で
き
る
限
り
不
要
な
街
路
灯
を
撤

去
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問　

撤
去
の
際
の
費
用
負
担
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

街
路
灯
を
撤
去
す
る
場
合
、

市
は
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１

以
内
ま
で
補
助
金
を
支
出
で
き
ま

す
が
、
残
り
の
３
分
の
２
が
商
店

会
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
街
路
灯

の
数
が
多
い
商
店
会
に
お
い
て
は
、

計
画
的
な
撤
去
の
検
討
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
撤
去
に
係
る
支

援
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
、

次
の
大
き
な
課
題
と
捉
え
て
お
り
、

費
用
な
ど
も
含
め
て
調
査
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

を
た
め
ら
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問　

松
戸
市
は
、
昨
年
10
月
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
生
活
保
護
の
し
お

り
を
改
訂
し
て
い
ま
す
が
、
本
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
が
遅
れ

た
理
由
を
伺
い
ま
す
。

答　

改
訂
版
を
掲
載
し
て
い
る
も

の
と
勘
違
い
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
今
後
は
、
最
新
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

答　

副
食
費
に
つ
い
て
は
、
低
所

得
世
帯
へ
の
配
慮
と
し
て
、
年
収

360
万
円
未
満
相
当
世
帯
の
こ
ど
も

及
び
全
所
得
階
層
の
第
３
子
以
降

の
こ
ど
も
を
対
象
に
免
除
し
て
い

ま
す
。
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
は

様
々
な
分
野
で
拡
充
し
て
き
て
い

ま
す
が
、
副
食
費
の
さ
ら
な
る
助

成
に
つ
い
て
は
、
財
源
確
保
な
ど

の
課
題
も
あ
り
、
今
後
の
検
討
課

題
と
捉
え
て
い
ま
す
。

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
は

市
民
か
ら
の
要
望
が
あ
る
こ
と
や

報
道
等
に
お
い
て
も
帯
状
疱
疹
を

発
症
す
る
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
、

発
症
し
た
場
合
に
は
日
常
生
活
に

支
障
を
来
す
お
そ
れ
も
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
健
康
の
維
持
増
進
の

た
め
に
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

参
加
す
る
こ
と
の
意
義
、
育
児
休

暇
等
を
利
用
し
た
と
き
の
心
境
の

変
化
や
先
輩
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
外
部
委
員
を
交
え
た
男
女
共

同
参
画
懇
話
会
の
意
見
を
参
考
に

検
討
し
、
今
年
秋
ご
ろ
の
発
行
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

理
解
を
い
た
だ
い
た
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

問　

今
後
の
課
題
を
伺
い
ま
す
。

答　

交
差
点
改
良
に
伴
う
用
地
取

得
等
が
必
要
と
な
る
た
め
、
地
権

者
を
は
じ
め
関
係
者
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
得
る
た
め
、
引
き
続
き

県
と
の
協
力
体
制
を
密
に
し
な
が

ら
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
か
ら
の「
生
活
保
護
申
請
時
の
扶
養
照
会
」に 

つ
い
て
、新
た
な
通
知
の
内
容
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
問
う

各
保
育
施
設
の
給
食
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

女
性
の
活
躍
推
進
と
男
女
共
同
参
画
の 

取
組
み
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
５
年
問
題
を
見
据
え
た 

本
市
の
要
介
護
者
対
策
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
動
向
に
つ
い
て

初
富
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

商
店
会
の
街
路
灯
に
つ
い
て

伊
　
福
　
幸
　
一
　
議
員

津
久
井
　
清
　
氏
　
議
員

松
　
原
　
美
　
子
　
議
員

小
　
易
　
和
　
彦
　
議
員

富
　
田
　
信
　
恵
　
議
員

河
　
内
　
一
　
朗
　
議
員

森
　
谷
　
　
　
宏
　
議
員

大
　
野
　
幸
　
一
　
議
員

土
　
屋
　
裕
　
彦
　
議
員

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

認知症チェックリスト認知症チェックリスト

SHOP SHOP


